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１．概要（Summary） 

日本が中心となって研究開発が進められているヘリカ

ル型核融合炉は、定常運動が容易という商用炉に適した

利点を有しているが、核融合プラズマを閉じ込める磁場の

生成に用いる超伝導マグネットの製造が困難とされている。

これは超伝導マグネットが複雑ならせん構造となっている

ためであり、これに対してマグネットの分割製造が提案さ

れている[1][2]。接合部は超伝導物質ではないため、電

流が通過した際に電気抵抗（接合抵抗）が発生し、これの

低減および予測する技術はマグネットの分割製造に必要

である。接合方法のうち、超伝導線材の表面を向かい合

わせにし、間にインジウム箔を挟んだ状態で圧力を加え

て接合する機械的ラップジョイントを用いることで、冷却電

力の観点から実機に適用可能であることが実証された[3]。
一方、本研究は接合抵抗予測技術の確立を目指しており、

超伝導線材とインジウム箔の接触面の状態を分析するこ

とをもって接合抵抗の予測に適した検査技術の検討を行

った。 
本研究の検討で使用した接合試験体を Fig. 1 に示す。

本試験体は 4mm 幅の SuperPower 社製の REBCO 高

温超伝導線材を使用した一層一列の機械的ラップジョイ

ントで構成されている。製作した試験体の超伝導線材の

銅層とインジウム箔の接触面にあたる断面を X 線 CT 装

置で撮影して観察を行っており、接触している面積と接合

抵抗との相関性を評価した。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
マイクロ X 線 CT 

【実験方法】 
試験体を X 線 CT で撮影し、断面の観察を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
昨年度導入された画像処理方法により、接触面におけ

る接触面積を定量的に算出できるようになり、これを用い

ることで接触面積あたりの電気抵抗の正確な分析が可能

になった。また、接触面の観察結果と超音波ガイド波探傷

試験を適用した場合の信号を照らし合わせることで、後者

の検査技術適用性について評価できた。 
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Fig. 1 Structure of joint sample 


